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ミミヨリ!

主に近隣地域や官公庁などからの
お知らせを掲載するページです。

広告の一切の責任は広告主に帰属し、千代田町が推奨するものではありません。

❶
子
育
て
こ
こ
ろ
の
相
談

▼
日
時　

４
月
26
日
㈬
、
５
月
24
日
㈬

　

午
前
９
時
〜
11
時

❷
精
神
保
健
福
祉
相
談

▼
日
時　

４
月
５
日
㈬
、
19
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

❸
エ
イ
ズ
相
談（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
）

▼
日
時　

４
月
11
日
㈫
、
18
日
㈫
、

25
日
㈫
、
５
月
９
日
㈫

　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

❹
ふ
れ
あ
い
相
談
会

▼
対
象　

多
発
性
硬
化
症
、
重
症
筋

無
力
症
な
ど
の
難
病
患
者
と
家
族

▼
日
時　

４
月
12
日
㈬

　

午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

▼
場
所　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

▼
申
込
方
法　

電
話
に
て
申
込
み

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
(72)
３
２
３
０

◆
平
成
29
年
度
保
険
料
（
平
成
29
年

４
月
〜
平
成
30
年
３
月
）

　

月
額 

１
６
，
４
９
０
円

▼
納
付
方
法

⑴
現
金
納
付　

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ

ニ
窓
口
等
で
納
付
書
を
使
い
納
付

⑵
口
座
振
替
（
割
引
が
一
番
大
き
い

納
付
方
法
）　

希
望
口
座
か
ら
の

引
き
落
し
（
申
込
み
は
年
金
事
務

所
、
金
融
機
関
又
は
役
場
に
て
）

⑶
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

⑷
電
子
納
付　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
、
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン

グ
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど

太
田
年
金
事
務
所
☎
(49)
３
７
１
６

▼
入
居
資
格　

現
在
住
宅
に
困
窮
し

て
お
り
、親
族
と
入
居
予
定
の
方
、

又
は
単
身
の
高
齢
者
や
障
害
の
あ

る
方
な
ど
（
収
入
制
限
あ
り
）

▼
対
象
活
動　

県
管
理
の
道
路
や
河

　
「
工
業
統
計
調
査
」
は
、
従
業
者

４
人
以
上
の
全
て
の
製
造
業
事
業
所

を
対
象
に
調
査
を
し
ま
す
。
調
査
結

果
は
、
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
や
学

校
の
教
材
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
が
、
事
業
所
を
訪
問

し
ま
す
が
、
一
部
の
事
業
所
で
は
、

経
済
産
業
省
か
ら
調
査
票
を
郵
送
す

る
郵
送
調
査
と
な
り
ま
す
。

　

不
明
な
点
は
、
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
企
画
部
・
統
計
課

　

☎
０
２
７
‐
２
２
６
‐
２
４
１
０

▼
申
込
期
限　

４
月
18
日
㈫

▼
入
居
可
能
日　

７
月
１
日
㈯

▼
申
込
方
法　

申
込
用
紙
（
県
住
宅

供
給
公
社
、
県
土
木
事
務
所
、
役

場
な
ど
で
配
布
）
を
郵
送

※
入
居
者
は
、
公
開
抽
選
で
選
定

群
馬
県
住
宅
供
給
公
社

　

☎
０
２
７
‐
２
２
３
‐
５
８
１
１

川
等
公
共
施
設
で
の
除
草
、
花
緑

の
植
栽
、
側
溝
清
掃
を
含
む
活
動

※
１
団
体
に
つ
き
１
申
請

▼
対
象
団
体　

10
人
以
上
で
構
成
さ

れ
、
平
成
29
年
４
月
〜
平
成
30
年

２
月
末
に
３
回
以
上
、
館
林
市
・

邑
楽
郡
内
で
活
動
す
る
団
体

▼
助
成
金
額　

２
０
，
０
０
０
円

▼
申
請
方
法　

６
月
９
日
㈮
ま
で
に

申
請
書
を
館
林
土
木
事
務
所
へ
提
出

館
林
土
木
事
務
所
施
設
管
理
係

　

☎
(72)
４
３
５
５

館
林
保
健
福
祉
事
務
所
よ
り

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料

月
額
が
変
わ
り
ま
す

県
営
住
宅
に

入
居
し
ま
せ
ん
か

花
と
緑
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

活
動
団
体
を
募
集

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

◆
危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
日
時　

６
月
25
日
㈰
午
前
９
時
〜

▼
場
所　

関
東
学
園
大
学
ほ
か

▼
受
験
料
【
甲
種
】
５
，
０
０
０
円

／
【
乙
種
】
３
，４
０
０
円
／
【
丙

種
】
２
，
７
０
０
円

◆
準
備
講
習
会

▼
日
時　

５
月
23
日
㈫

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▼
場
所　

郷
谷
公
民
館
（
館
林
市
）

▼
受
講
料　

９
，
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

◆
申
込
方
法(

共
通)　

５
月
９
日
㈫

〜
22
日
㈪
ま
で
に
左
記
へ
申
込
み

千
代
田
消
防
署
☎
(86)
３
２
０
２

　

館
林
厚
生
病
院
に
医
師
と
し
て
勤

務
す
る
意
思
の
あ
る
医
科
大
学
生
な

ど
へ
「
医
師
育
成
修
学
資
金
」
を
貸

与
し
ま
す
。
貸
与
終
了
後
に
一
定
期

間
、
館
林
厚
生
病
院
に
勤
務
す
る
こ

と
で
、
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

４
名

▼
資
格　

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

❶
医
科
大
学
又
は
医
科
大
学
院
に
て

医
学
履
修
課
程
に
在
学
す
る
学
生

❷
大
学
に
お
い
て
医
学
履
修
課
程
を

修
了
し
、
医
師
国
家
資
格
を
取
得

し
よ
う
と
す
る
方

▼
貸
付
期
間　

❶
１
年
以
上
６
年
以

内
❷
１
年
以
内

▼
貸
付
額　

月
額
15
万
円

▼
審
査　

書
類
審
査
・
面
接
に
よ
る

▼
申
込
方
法　

申
請
書
（
当
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
戸
籍
抄

本
、
在
学
証
明
書
又
は
医
師
免
許

の
写
し
を
添
え
て
人
事
秘
書
課
宛

で
郵
送
に
て
提
出

館
林
厚
生
病
院
☎
(72)
３
１
４
０

　

示
談
や
損
害
賠
償
請
求
、
自
動
車

保
険
な
ど
、
交
通
事
故
に
よ
り
生
じ

た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
「
交
通

事
故
相
談
所
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
相
談
時
間　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日

除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所　

県
交
通
事
故
相
談
所
（
群

馬
県
庁
23
階
南
側
フ
ロ
ア
）

▼
相
談
方
法　

面
接
又
は
電
話

県
交
通
事
故
相
談
所

　

☎
０
２
７
‐
２
４
３
‐
２
５
１
１

　

カ
ス
リ
ー
ン
台
風
襲
来
か
ら
70
年

と
な
る
今
年
、
地
域
の
み
な
さ
ま
に

水
害
の
恐
ろ
し
さ
、
防
災
、
避
難
の

重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
て
い
た
だ

く
事
を
目
的
と
す
る
効
果
的
な
広

報
・
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
た
め
、

千
代
田
町
も
参
画
す
る
全
49
市
区
町

か
ら
構
成
す
る
「
利
根
川
上
流
カ
ス

リ
ー
ン
台
風
70
年
実
行
委
員
会
」
を

今
年
の
１
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

千
代
田
町
と
し
て
は
、
６
月
28
日

〜
７
月
４
日
の
間
、
役
場
庁
舎
に
て

「
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
の
被
害
写
真
な

ど
の
パ
ネ
ル
展
」
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
「
よ
く
み
よ
う　

車
の
あ
と
に　

ま
た
く
る
ま
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。「
優
し
さ
」と
「
思
い
や
り
」

の
あ
る
運
転
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

▼
運
動
実
施
期
間　

　
「
利
根
川
上
流
カ
ス
リ
ー
ン
台
風

70
年
実
行
委
員
会
」
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
利
根
川
上
流
河
川
事
務

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
利
根
川
上
流

河
川
事
務
所
」
で
検
索
）
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

千
代
田
町
役
場
・
都
市
整
備
課

　

☎
(86)
７
０
０
５

　

４
月
６
日
㈭
〜
15
日
㈯

▼
運
動
の
基
本

●
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
子
供
と
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
、

安
全
を
守
る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う

・
歩
行
者
等
を
発
見
で
き
る
よ
う
、

早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う

▼
運
動
の
重
点
項
目

❶
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通

事
故
防
止

・
車
両
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

❷
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
徹
底

❸
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
危
険
性
、
違
法
性
を
認
識
し
ま
し

ょ
う

千
代
田
町
役
場
・
総
務
課

　

☎
(86)
２
１
１
２

２
０
１
７
年
は

カ
ス
リ
ー
ン
台
風
か
ら
70
年

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す

危
険
物
取
扱
者
試
験
を

実
施
し
ま
す

医
師
育
成

修
学
資
金
を
貸
与

交
通
事
故
で

お
困
り
の
方
へ

＝広告＝

広 告

＝広告＝

広 告

気 をつけて!

 事例 
　大学の友人に「人脈が広げられる組織
がある」と誘われ、組織の人と会った。「加
入して仲間を増やせば将来につながる」
とアピールされたが、加入には約50万円
の資産運用教材が必要と言われた。「消費
者金融で年齢や職業を偽ればよい」と言わ
れ、借金した。人を紹介し、教材購入につ
ながればマージンが入るらしく、知人から
あやしい組織ではないかと指摘された。
 解説 
　実際は勧誘時の説明と違い、教材を見
ても運用はできず、新たに加入者も勧誘
できないため利益を得ることは困難です。
「人脈が広がる」「将来につながる」「もう
かる」と向上心をあおるような事業者は
悪質な事業者である可能性が高いと言え
ます。
　商品の販売等を目的としない「ネズミ講」
は違法ですが、マルチ商法は必ずしも違
法ではありません。しかし、特定商取引法
によって不当な勧誘行為等は禁止されて
います。契約書面受領日から20日間以内
であればクーリング・オフできますが、事
業者側が対応しない場合
があります。
　お金を支払う前の冷静
な検討と判断が重要です。

大泉町消費生活センター☎（63）3511

マルチ商法的勧誘
大学生がターゲット

に

　

群
馬
県
で
は
、
毎
年
４
月
１
日
か

ら
６
月
30
日
を
「
春
の
農
作
業
安
全

運
動
期
間
」
と
定
め
、
農
作
業
中
の

事
故
防
止
に
関
す
る
啓
発
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
注
意
事
項

❶
正
確
な
機
械
操
作

・
機
械
の
操
作
は
、
正
確
か
つ
慎
重

　

に
行
い
ま
し
ょ
う

❷
危
険
な
箇
所
の
把
握

・
坂
道
や
路
肩
等
か
ら
の
転
落
に
は

　

十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

❸
安
全
確
認
の
徹
底

・
機
械
を
動
か
す
際
に
は
、
周
り
に

　

人
が
い
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う

❹
十
分
な
休
息

・
こ
ま
め
に
休
憩
を
取
り
ま
し
ょ
う

県
技
術
支
援
課
・
生
産
環
境
室

　

☎
０
２
７
‐
２
２
６
‐
３
０
３
６

農
作
業
前
に

安
全
確
認
を
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埼玉県行政書士会と「災害時における被
災者支援に関する協定」を締結しました

2017年はカスリーン台風による
利根川決潰

かい
から70年です

舞台利用を伴う商工センターホールの
貸し出しを再開します

　3月16日、埼玉県行政書士会と災害時における被
災者支援に関する協定を締結しました。
　この協定締結により、万が一の災害発生時に市民の
復旧・復興に向けた各種相談が無料で迅速に行えるよ
うになりました。
▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線282）

　本市は、豊かな自然と歴史が息づくまちで、歴史散策や
自然散策を楽しむ観光客が増えています。行田観光ボラン
ティア会では、多くの皆さんに行田の魅力を紹介する「観
光ボランティア会員」を募集しています。なお、入会した
方には、勉強会を予定していますので、興味のある方は気
軽にお問い合わせください。会員となって、一緒に本市の
観光を盛り上げてみませんか。
▶ 申し込み・問い合わせ　行田市観光協会（商工観光課内・
内線382）

▶日時　5月4日㈭午前10時～午後8時
▶場所　さきたま古墳公園
▶ 内容　採火行列、れん台行列、古代住居への点火、
御神火降り、スターマイン(打ち上げ花火)、フリー
マーケット、物産展、その他催し物（火祭り会場）
など

▶無料バスの運行　
　・JR北鴻巣駅～ゆもと村
　・古代蓮の里～古墳公園南入口
　※いずれも運行時間は午前９時～午後９時
▶ 臨時市内循環バス　ゆもと村～ JR行田駅（午後
8時40分最終便）

▶その他　
　・ 駐車台数には限りがあります。乗り合わせや
公共交通機関の利用など、台数の削減にご協
力ください。なお、会場周辺での路上駐車は、
近隣住民の迷惑となりますので絶対にしない
でください。

　・ たいまつ行列一般参加者を募集します。先着
30人となっていますので、お早めに申し込み
ください。

▶ 申し込み・問い合わせ　さきたま火祭り実行委
員会事務局(埼玉公民館内)☎559―0047（月
曜日を除く午前9時～午後5時）

　カスリーン台風襲来から70年となる今年、地域の
皆さんに水害の恐ろしさ、防災、避難の重要性を改め
て認識していただくことを目的とする効果的な広報・
啓発活動を実施するため、本市が参画する全49市区
町から構成する「利根川上流カスリーン台風70年実
行委員会」が今年1月に設立されました。本市の取り
組みとしては、4月26日から5月2日まで、市役所庁
舎ロビーで「カスリーン台風の被害写真などのパネル
展」を開催します。ぜひ、お立ち寄りください。
　同委員会の取り組みについての詳しい情報は、利根
川上流河川事務所ホームページでもご覧いただけま
す。

▶問い合わせ　管理課管理担当（内線5702）

　「市報ぎょうだ」12月号で、4月から舞台利用を伴う商
工センターホールの貸し出しを中止するとお知らせしま
したが、5月1日から貸し出しを再開することとなりまし
た。ただし、舞台の緞

どん
帳は使用できなくなりますので、5

月1日以降に舞台の緞帳の使用を予定している団体は他施
設への早めの予約手続きにご協力ください。ご不便をお
掛けしますが、ご理解ご協力をお願いします。
▶ 舞台利用を伴うホールの貸し出し開始日（緞帳の使用
不可）　5月1日㈪

▶ 問い合わせ　商工観光課産業振興担当（内線383）、商
工センター☎553―0510

第32回さきたま火祭り

れん台に乗ってコノハナサクヤ姫とニニギノ命が登場
（昨年の様子） 決潰した堤の様子

協定を締結した埼玉県行政書士会の皆さん

古代蓮の里でガイドを行う観光ボランティア会員

行田観光ボランティア会員を募集します

　地域経済の活性化と空き店舗などの有効活用、定住促進を図るため、市内で新たに創業しようとする方や事
業承継、第ニ創業を行う事業者の皆さんへの支援策である補助金の受け付けを開始します。

▶受付開始日　4月3日㈪
▶注意　申請にあたってはそれぞれ条件が異なりますので、詳しくは問い合わせください。
　　　　年度途中でも予算に達した場合は、受け付けを終了します。
　　　　過去に起業家支援事業助成金の交付を受けている方は申請できません。
▶問い合わせ　商工観光課産業振興担当（内線383）

創業や第二創業、事業承継の際に活用できる
補助金の申請を受け付けます

名称 内容 交付率 交付限度額

行田市起業家支援
事業助成金

市内の空き店舗などを賃貸借して新たに事
業を開始する場合に家賃および店舗の改修
に掛かる費用の一部を補助

2分の1

【上限】家賃 50,000円/月
　　　  改修 500,000円
※家賃補助は最長36カ月
※ 改修費は市内業者の施行が
対象

※消費税を除く

行田市Ｕターン創業
支援事業補助金

市内居住歴10年以上の方が市外で1年以上
居住した後、市内の空き家などを賃貸借し
て事業を開始する場合に家賃および店舗の
改修や設備に掛かる費用の一部を補助

2分の1

【上限】家賃 50,000円/月
　　　  改修 500,000円
　　　  設備 500,000円
※家賃補助は最長36カ月
※ 改修費は市内業者の施工が
対象

※消費税は除く

行田市小規模事業者
事業承継支援事業
補助金

事業承継後3年以内の方が市内の店舗の改
装などをした場合に改修や設備に掛かる費
用の一部を補助

2分の1

【上限】改修500,000円
　　　  設備500,000円
※ 改修費は市内業者の施工が
対象

※消費税は除く

行田市小規模事業者
第二創業等支援事業
補助金

市内の事業者が事業転換や新事業および新
分野への進出を図る場合に店舗の改修や設
備に掛かる費用の一部を補助

2分の1

【上限】改修500,000円
　　　  設備500,000円
※ 改修費は市内業者の施工が
対象

※消費税は除く


